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第 1 章 総合戦略の概要 

第 1 節 策定の趣旨 
 

 本町では、平成 23 年に「一宮町総合計画（以下、総合計画）」を策定しました。総合計

画は町政全般に関する総合的な最上位計画であり、策定から 10 年後の令和 2 年度におい

て町が目指すべき姿（将来像）や、将来像を実現するための分野ごとの基本的な方針・具体

的な施策について示しました。また、平成 27 年には、人口減少や地域経済の縮小懸念に対

応していくため、「一宮町まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下、総合戦略）」および「一

宮町まち・ひと・しごと創生人口ビジョン」を策定しました。総合戦略では、①サーフスト

リート構想、②都市軸の整備、③雇用創出と事業創出、④子育て支援と個性ある教育の推進、

⑤シティープロモーションを戦略の 5 つの柱として位置づけ、交流人口の増加、経済の維

持・発展、雇用の確保、転入者の増加、転出者の抑制、魅力情報の発信といったことの好循

環である「一宮版サーフォノミクス」を戦略の要として、総合計画と一体で推進してきまし

た。 

 総合計画および総合戦略の推進によって、本町では地域活力の向上や生活基盤の改善など

の面において一定の成果があらわれています。主なものとしては、町外からの転入者の増加

が挙げられます。県内や全国で人口減少が進む自治体が多くみられるなか、本町では人口増

加基調を維持しています。さらに、東京 2020 オリンピック競技大会で初採用されたサー

フィン競技の開催地として本町の知名度が上昇したことや、コロナ禍を経た地方移住への機

運の高まりなど、本町の今後の活性化に追い風が吹いています。 

一方で、少子高齢化は今後も進行し、中長期的には人口減少に転じることが予想されます。

また、行政サービスに対する町民ニーズの多様化、情報通信や AI などのデジタル技術の進

化、経済環境の移り変わりに伴う産業構造の変化、持続可能な開発目標（SDGｓ）へ取り組

む必要性など、本町を取り巻く環境の変化に対して適切に対応していくことが求められます。 

 これを受け、現在の経済社会情勢や現時点で予想し得る今後の変化などを見据えた新たな

計画として「第 2 期一宮町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定します。 

 なお、第 2 期まち・ひと・しごと創生総合戦略では、本町が重点的に取り組むべき施策と

ともに、町が目指すべき将来像や町政全般に関する分野別の指針である総合計画の内容を包

含した一体的な計画として策定しました。 
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第 2 節 総合戦略の体系 
 

 総合戦略は、「一宮町の将来像」「重点戦略」「基本施策」で構成されています。人口ビジ

ョンを踏まえた「一宮町の将来像」を実現していくための取組みとして、本町が対応してい

くべき主要な課題を解決するための「重点戦略」と、分野別に対処していく取組みである「基

本施策」を設定しています。「重点戦略」と「基本施策」の 2 つのアプローチから導出した

取組みを両輪で推進していくことで、本町が目指すべき将来像を実現していきます。 

 

 

一宮町の将来像 

令和 8 年度における、本町が目指すべき姿です。人口ビジョンにお

ける目標人口「12,000 人」とそれを踏まえた町の将来像を示して

います。 

重点戦略 

将来像を実現するための具体的な取組みです。将来像の実現に向け

て、本町が対応すべき必要のある課題を整理し、それを解決するた

めに特に重点的に行うべき取組みを「重点戦略」としました。重点戦

略は地方創生にかかる国の基本目標や横断的目標も踏まえたうえで

決定しました。 

基本施策 

将来像を実現するための分野別の取組みです。町政全般に関する各

分野について、現状と課題や施策の展開についての方向性を示して

います。 
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人口ビジョン
【令和8年度における人口の目標】

12,000人

一宮町が目指す将来の姿

躍動する緑と海と太陽のまち

一宮町の将来像
◆令和8年度（2026年度）

の一宮町のあるべき姿

重点戦略
◆将来像を実現するために重点的に行う取組

基本施策
◆将来像を実現するための分野別の取組

第2期一宮町まち・ひと・しごと創生総合戦略の体系

(3) 暮らしの充実度を上げるための子育て・教育・文化の増進

(4) 暮らしの安全安心を確保するための防災・福祉・医療の増進

基本目標

(1) オリンピックレガシーとしてのサーフォノミクスの拡大

(2) パワースポット一宮の力の源としての農業と各種産業の拡大
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第3節 従来の総合戦略や総合計画との関連性 
 

本計画は、これまで別々の計画であった「総合戦略」と「総合計画」を一体的な計画とし

て策定しました。人口減少対策や地域活性化などの方向性を示した、従来の総合戦略にあた

る部分が本計画では「重点戦略」に位置付けられ、町政全般に関する分野別の指針を示した

従来の総合計画にあたる部分が「基本施策」に位置付けられています。 

 今回の総合戦略を策定するにあたっては、前回の総合計画や総合戦略をベースとしており、

町を取り巻く環境や課題の変化を踏まえつつ改訂しました。 

 

 

  

第2期一宮町
まち・ひと・しごと
創生総合戦略

序論

第1部　人口ビジョン

・人口の現状
・人口の将来展望

第2部　総合戦略

・一宮町の将来像
・重点戦略（一宮町の
  活性化のために
  重点的に実施すべき
  取り組み

第3部　基本施策

・生涯と生活、地域と生活、
　行政と生活の視点で
  考えた分野別の取組

一宮町総合計画

総論

基本構想

・まちづくりの将来像
・土地利用構想
・施策の大綱
など

基本計画

・生涯と生活、地域と生活、
　行政と生活の視点で考えた
　分野別の取組

一宮町まち・ひと・しごと
創生総合戦略

人口ビジョン

・一宮町の人口の現状
・将来人口の推計と分析
・人口の将来展望

総合戦略の施策

・サーフストリート構想
・都市軸の整備
・雇用創出と事業創出
・子育て支援と個性あふれる
　教育の推進
・シティプロモーション

少子高齢化の対策

・高齢者福祉
・子育て支援

従来の計画 今回の計画
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第 4 節 計画の期間 
 

 近年では、経済・社会環境の変化が著しく中長期の将来の見通しが立てづらいこともあり、

総合戦略の計画期間は、令和 4 年度から令和 8 年度までの 5 年間とします。本計画の計画

期間の終了後、計画実施による効果を検証のうえ、時代に合わせた計画のブラッシュアップ

を検討します。 

 

 

 

 

 

 

第 5 節 実行管理（PDCA） 
 

 重点戦略や基本施策における各取組みでは、それぞれに客観的な数値目標である重要業績

評価指標（KPI）を設定しています。重要業績評価指標や定性的な取組み成果をもとに外部

有識者の評価によって進捗管理を行う仕組みとして PDCA サイクルを運用します。 

第 1 期まち・ひと・しごと創生総合戦略と同様に、本計画においても PDCA サイクルを

適切に運用することで、取組みの効果などを検証するとともに、改善するべき課題を整理し

重点戦略や基本施策の取組みを適宜見直すなど、必要に応じて総合戦略の改訂を行います。 

 

 

 

 

  

令和4 令和5 令和6 令和7 令和8

2022 2023 2024 2025 2026

総合戦略
の期間

年度

Plan 
【計画】 

・客観的な数値目標を設定し

た効果的な取組みを策定 

Do 
【実施】 

・策定した計画に基づいて取

組みを推進 

Action 
【改善】 

・検証結果を踏まえて、必要に

応じて計画を改定 

Check 
【評価】 

・数値目標の達成度などをもと

に計画の成果を検証 
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第 6 節 SDGs を踏まえた計画の推進 

 

SDGｓ（Sustainable Development Goals）とは、2015 年９月の国連サミットで採

択された持続可能な世界を実現するための世界共通の開発目標です。「誰一人取り残さない」

世界の実現を目指すために、2030 年（令和 12 年）までに目指すべき 17 の大きなゴー

ルと 169 の具体的なターゲットから構成されます。 

政府としても、『SDGs アクションプラン 2021～コロナ禍からの「よりよい復興」と新

たな時代への社会変革～』の中で SDGs を原動力とした地方創生を推進するとしており、

地方自治体においても SDGs の達成に向けた取組みが求められています。 

本町も SDGs の理念をふまえ、経済・社会・環境の 3 側面のバランスがとれた政策を推

進することを目指します。具体的には、重点戦略や基本施策ごとに SDGs の 17 のゴール

との関連を示し、各施策を推進することにより SDGs の達成につなげていくこととします。 

  

SDGs の 17 のゴール 
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第 2 章 一宮町の概要 

第 1 節 位置・地勢 
 

本町は、ゆるやかに弧を描く九十九里浜の南端に位置し、町の東側には美しい海岸線が広

がり西側には丘陵台地をひかえた、風光明媚で温暖な気候の地域です。 

 町の総面積は 22.99㎢で、その大半を肥沃な田や畑、山林が占めており、四季を通して

あふれる緑に包まれています。 

 また、JR 上総一ノ宮駅は、東京駅から JR 特急で直通約６０分、快速電車で直通９０分

という利便性から、都心への通勤圏として発展する一方、広い海と緑の里山に囲まれた自然

環境が魅力となっています。 

 

 

 

第 2 節 歴史・文化 
 

本町は、平安時代にすでに有力であった上総国一之宮・玉前神社を中心に発展してきまし

た。古くから多くの信仰を集めた玉前神社は、「一宮町」の町名の由来でもあり、今でも本

町のシンボル的存在です。 

 現在の一宮町域には江戸時代、一宮本郷村、新笈村、東浪見村、綱田村、宮原村、船頭給

村、新地村があり、合併や編入により昭和 30 年（１９５５）に現在の一宮町が誕生しまし

た。 

 古くは、上総一宮 1 万 3,000 石の城下町として栄え、また、地曵網や製塩業などの産業

の場としても栄えた歴史をもち、その後は日本一といわれるガラス温室団地などハウス栽培

を中心とした近郊野菜果樹園芸を基幹産業にしています。 

 近年では、サーフィン文化の隆盛が顕著にみられ、平成 28 年には釣ヶ崎海岸が東京

2020 オリンピック競技大会の初のサーフィン競技の会場に決定しました。しかし、令和

2 年に開催予定であったオリンピックは、新型コロナウイルス感染症の影響で翌年に開催が

延期となりました。令和 3 年 7 月、コロナ禍の中、無観客という形になりましたが、オリ

ンピック史上初のサーフィン競技が開催され、新たな文化とともに、一宮の歴史は歩み続け

ています。 
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第 3 章 一宮町を取り巻く社会潮流の変化 
 

（１）人口減少および少子高齢化 
人口減少や少子高齢化は、労働力の減少のほか地域活動や伝統文化などの担い手不足、消

費の減退など、地域の社会活動の減退につながります。人口減少や少子高齢化が進行してい

る地域では、税収面でのマイナスや地域コミュニティの減退などといった深刻な問題が発生

しています。 

 

（２）技術の発達 
ＡＩやＩｏＴ、ビッグデータの活用など情報通信技術が急速に発達しており、国は、先端

技術が産業活動や社会生活に取り入れられた社会“society5.0”の実現を目指しています。

あらゆる情報が効率的かつ大量の処理が可能となり、働き方やライフスタイルの変革など新

たな価値創造が期待されています。 

 

（３）首都圏のインフラ整備 
令和６年度に開通予定の首都圏中央連絡自動車道（松尾横芝ＩＣ～大栄ＪＣＴ）、令和 11

年に整備予定の成田空港のＢ滑走路延伸およびＣ滑走路の新設、都心部と成田空港を結ぶ新

たなアクセス道路である北千葉道路の整備、リニア中央新幹線の整備など東京圏の交通イン

フラ整備は今後も進む見込みです。これらの広域の公共交通網の整備によって変化する人の

流れを取り込み、地域活性化や定住人口の増加に繋げることが求められます。 

 

（４）国土強靭化 
国内では、平均気温上昇の原因である二酸化炭素の排出量が高水準で推移しており、それ

に伴って気候変動が進み集中豪雨や豪雪、台風などの被害が拡大化しているとの見方もあり

ます。それにともない各種防災のレベルを上げていくことが求められています。 

 

（５）SDGs の推進 
 貧困や格差拡大、気候変動などといった問題が世界で深刻化しつつあるなか、2015 年９

月の国連サミットで、持続可能な世界を実現するための世界共通の開発目標である「SDG

ｓ（ Sustainable Development Goals ）」が採択されました。各地方自治体においても

SDGｓの枠組を活用しながら社会・経済・環境などの広範な課題に対して、総合的に対応

していく必要があります。 
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（６）多文化の共生 
令和２年時点の日本国内の外国人人口は約 274 万人（国勢調査）と過去最高を更新しま

した。技能実習生などの増加に伴い、今後も日本に移り住む外国人は増加するものとみられ

ます。外国人が不自由なく生活していけるために、各地方自治体において情報の多言語化に

よるコミュニケーション支援のほか、多様性を地域の活力とするための施策などが求められ

ています。 

 

（７）働き方の多様化 
国内では副業を解禁する企業も増え始め、さらに新型コロナウイルス感染症の拡大を機に

テレワークやワーケーションなど一定の場所での労働に捉われない多様な働き方が浸透し

ました。働き方の多様化に伴って、地方部へ生活拠点を移す人々が増加するなど、ライフス

タイルにも変化がみられます。また、女性の社会参加の浸透や非正規雇用の増加、外国人労

働者の増加など、働く人の立場も多様化しています。 

 

（８）東京2020オリンピック競技大会の開催 
東京 2020 オリンピック競技大会において、本町では今大会から採用されたサーフィン

競技が実施されました。無観客開催となったことで観光入込客などの経済効果は少なかった

ものの、オリンピック開催に伴って整備された施設や本町の知名度向上などといったレガシ

ーが築かれました。今後、レガシーを本町の活性化にどう活かしていくかが求められます。 

 

（９）新型コロナウイルス感染症 
令和２年に国内で初めて新型コロナウイルスの感染が確認されました。感染拡大に伴って

人々の生活や各種産業に大きなダメージがもたらされ、本町では特に観光産業を中心に大き

く影響を受けました。 

 

（10）SNS などの新たな情報共有手段 
SNS の発達によって簡単に情報を発信できるようになり、個人が世界と容易に繋がるこ

とが可能となりました。個人間での情報共有が各段に便利になり、新たな価値の創造が期待

されます。その一方で、SNS による誹謗中傷などといった問題も発生しているため、リテ

ラシーの向上による適切な利用が求められます。 
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第 4 章 町民からの意見 
 

 総合戦略を策定するうえでは、町民のまちづくりに対する意識や町の将来の方向性につい

ての考え方を把握し、それらを十分に反映させていくことが欠かせません。そこで、今回の

総合戦略の策定にあたって、現行の総合計画の各施策の評価、町の強み・課題や、望む未来

などについてのアンケート調査を実施しました。以下にアンケート調査の主要項目の結果を

掲載します。 

 

（１）一宮町への愛着・誇り 
本町へ愛着・誇りを感じているかについては、「少しは感じている」が 44.9％と最も多

く、「強く感じている」の 29.2％を加えると、約７割（74.1％）が『感じている』と回答

しました。 

 

  

強く感じている

29.2%

少しは感じている

44.9%

あまり感じ

ていない

13.8%

まったく感じて

いない

3.3%

どちらともいえない

5.6%
無回答

3.3%

（n＝305）
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（２）定住意向 
本町に住み続けたいかについては、「ずっと住み続けたい」が 37.0％と最も多く、「当分

の間は住み続けたい」の 28.2％を加えると、約７割（65.2％）が『住み続けたい』と回答

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）一宮町の強み 
本町の強みは、「海と緑が作る豊かな自然環境」が 64.3％と最も多く、次いで「サーフィ

ンができる（45.6％）」「都心とのアクセス利便性（42.6％）」の順となりました。 

 

 

  

ずっと住み続けたい

37.0%

当分の間は

住み続けたい

28.2%

いずれ転出したい

10.5%

すぐにでも

転出したい

2.0%

どちらともいえない

10.2%

無回答

12.1%

（n＝305）

64.3 

45.6 

42.6 

35.7 

16.4 

15.7 

13.1 

12.8 

11.5 

4.6 

2.0 

0.0 

1.3 

1.0 

0 10 20 30 40 50 60 70

海と緑が作る豊かな自然環境

サーフィンができる

都心とのアクセス利便性

過ごしやすい気候

肥沃で広大な農地・豊かな農産物

平坦で移動しやすい地形

良好な居住環境

人のあたたかさ

歴史的・文化的地域資源の存在

子育て環境

地域コミュニティの強さ

便利な公共施設

その他

無回答

（％）

n＝305
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（４）一宮町の弱み・課題 
本町の弱みや課題については、「病院や医療体制の充実」が 40.7％と最も多く、次いで

「買い物などの消費生活の利便性向上（39.7％）」「中心市街地（駅周辺）の活性化（34.8％）」

の順となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）将来の一宮町にふさわしいキーワード 
将来の本町にふさわしいキーワードについては、「住みやすい・快適」が 54.1％と最も多

く、次いで「海（40.7％）」「サーフィン（32.8％）」「安全・安心（22.0％）」「健やか・元

気（18.4％）」「緑（18.4％）」の順となりました。 

 

  

40.7 

39.7 

34.8 

30.8 

23.6 

17.7 

17.4 

15.7 

14.1 

12.5 

9.2 

8.2 

5.2 

1.0 

0 10 20 30 40 50

病院や医療体制の充実

買い物等の消費生活の利便性向上

中心市街地（駅周辺）の活性化

働く場の充実

道路や下水道などのインフラ整備

運動ができる場所や施設の充実

まちの安全性（防災・防犯など）の向上

公共施設の利便性向上

学校や教育環境の向上

保育所や子育て環境の充実

福祉（高齢者・障がい者など）の充実

快適な住環境の整備（宅地、景観など）

その他

無回答

（％）

n＝305

54.1 

40.7 

32.8 

22.0 

18.4 

18.4 

13.4 

13.1 

13.1 

11.5 

10.8 

8.5 

3.9 

3.9 

1.3 

1.0 

1.0 

1.0 

0 10 20 30 40 50 60

住みやすい・快適

海

サーフィン

安全・安心

健やか・元気

緑

あたたかい・幸せ

活気・にぎわい

太陽

共存・調和

美しい・魅力的

文化的・歴史

夢・希望

革新的・進化

誇り

活躍

その他

無回答

（％）

n＝305
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（６）施策の満足度・重要度 
前回の総合計画の施策について現在の満足度（現在どのように感じているか）を調査する

とともに、今後のまちづくりにおける重要度（今後取組むことがどれくらい重要か）を調査

しました。 

その結果を点数化1したうえで散布図として表し、項目ごとの相関関係をみると、今後対

応をしていく必要のある「満足度が低く、重要度が高い項目（相関図の左上に位置する項目）」

は、「医療」「消防・救急」「道路・河川・海岸」「防犯・消費生活」「住環境・衛生」となりま

した。 

 

 

 

 

  

 

1 満足度は「どちらかといえば満足」から「どちらかといえば不満」、重要度は「どちらかといえば重要」から「どちらかといえば重要

でない」までの 3 段階の回答を 3～1 に重みを付けて行い、「わからない」および「無回答」を除く回答件数で除して点数化 

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

1.0 1.5 2.0 2.5 3.0

重

要

度

（

点

数

）

満足度（点数）

出産・子育て
教育医療

福祉・健康づくり

文化・スポーツ

防犯・消費生活

消防・救急

農林水産業

商工業

観光

自然環境

住環境・衛生

土地利用

道路・河川・海岸

交通

行財政運営

広報・広聴

コミュニティ

男女共同参画

広域連携

2.0

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

2.6

2.7

2.8

1.5 1.6 1.7 1.8 1.9 2.0

重

要

度

（

点

数

）

満足度（点数）

重要度平均

2.433

満足度平均

1.806

満足

対応ニーズ

が高い項目

【重点改善分野】

事象【A】

満足度：低

重要度：高

事象【C】

満足度：低

重要度：低

事象【D】

満足度：高

重要度：低

事象【B】

満足度：高

重要度：高

重

要
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第 5 章 一宮町の主要課題 
 

 本町を取り巻く社会潮流の変化や町民アンケートの結果、地方創生にかかる国の動向など

を踏まえ、本町が直面している課題について以下の通り整理しました。 

 

（１）町内経済の活力維持・更なる発展 

①デジタル技術を用いた地域課題の解決 
発達する技術を上手く活用すれば、これまで出来なかったことが可能となったり、効率性

を従来に比べて大幅に向上することができます。デジタル技術を上手く活用することで、町

内住民や事業者間などでの新たな情報共有の手段の実現や先端技術を活用した人手不足の

解消などといった課題を解決していくことが求められます。 

 

②町内の特定エリアだけでなく町全体の経済発展 
本町が推進してきたサーフォノミクスでは、サーファー数や移住者の増加など一定の成果

がみられました。しかし、その効果が町内全域に行き渡っているとは言い難く、町民アンケ

ートでもサーフストリート周辺以外での経済活性化を求める声もありました。サーフォノミ

クスの次の段階として、町内全体での均衡ある発展を目指す必要があります。 

 

③オリンピックのレガシー活用 
オリンピックは、開催して終わりではなく、そのレガシーを今後の町の発展に活かしてこ

そ意味をなします。ＪＲ上総一ノ宮駅東口の改札などのハード設備のみならず、町の知名度

向上や町民のボランティア意識の向上などといったソフトの部分も活かしていく必要があ

ります。 
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（２）ヒトの流れの創出 

①人口減少への対応 
現状、本町では移住者の増加などを背景に人口は緩やかな増加基調にありますが、出生率

の伸び悩みや若者の転出など人口減少の圧力は強い状況です。人口は地域活力の源であるた

め、人口減少の抑制に向けた取組みを引き続き行っていく必要があります。 

 

 

②地方へのヒトの流れの取り込み 
テレワークやワーケーションなどの働き方の変化、地方移住の機運の高まりなどのライフ

スタイルの変化、道路・交通インフラ整備による交流の変化などといったように、変化しつ

つあるヒトの流れを取り込み、町の発展に結びつけていくことが求められます。 

 

③生活環境面での一宮町の長所の維持 
アンケートでは、海や緑などの豊かな自然環境に囲まれたのどかな住環境に魅力を感じて

いる町民や電車などによる都心などのアクセス利便性が町の強みであるとする町民が多い

ことが分かりました。こうした生活環境面での長所を維持していくことが町への愛着や魅力

の向上につながります。 
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（３）働く場の確保 

①多様化する働き方への対応、それぞれの立場に合わ

せた雇用支援 
働き方が多様化し、様々な形態のもとで働く人が増えるなか、様々な人々が自らの能力を

発揮し、いきいきと働くことのできる環境づくりが求められます。 

 

②地域資源を活かした雇用創出 
大規模な工場や事業所の誘致などといったことは非現実的であり、非常にハードルが高い

ため、今ある地域資源を上手く生かしたうえで雇用創出にむすびつけることが効果的です。

観光や農業など本町の魅力的な地域資源を洗い出したうえで、地域産業の活性化にもつなが

る雇用創出を行っていく必要があります。 

 

（４）災害や健康面での不安増大 

①感染症への対応 
感染症の予防対策のほか、感染が拡大してしまった場合の医療体制の整備などによって、

町民の安心安全な暮らしを確保することが必要です。 

 

②被害規模が拡大する自然災害への対策 
甚大化する自然災害から人々の命や財産を守り、日常生活や経済活動への被害を最小限に

抑えるために、各自治体において防災・減災・迅速な復旧体制などを定めた国土強靭化計画

の整備が求められています。 

 

③安心安全な暮らしの実現 
少子高齢化の進行に伴って地域コミュニティの希薄化が懸念されるなか、地域での共助の

体制の維持が求められます。地域でお互いに助け合うことで、防犯や防災、交通安全など暮

らしに関わる様々な分野で地域住民の連携を深め、安心安全な暮らしの実現が求められてい

ます。 

 

  




